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研究成果の概要（和文）：本研究は，筆者らが開発したテニスの電子スコアブックのデータ出力プログラムを用いたパ
フォーマンス評価手法の妥当性について検討する（課題I）とともに，この評価手法を実際のコーチング場面で活用し
，その有効性について検討する（課題II）ものである．スコアブックを用いてデータを収集し，パフォーマンスプロフ
ァイリング手法を活用することで，テニスのゲーム評価を行えることが確認された．さらにパフォーマンスプロファイ
リングを円滑に行うためのプログラム開発を推進することが必要である．

研究成果の概要（英文）：This study was to clarify the validity of performance evaluation by computerised s
corebook for tennis and to clarify the effectiveness of the scorebook for application in actual coaching. 
Computerised scorebook for tennis was valid to gather the data for actual match and normative performance 
profiling technique was applicable for evaluating players. Additionally, it would need to develop the prog
ram for normative performance profiling.
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１．研究開始当初の背景 
 筆者は平成17-18年度の科学研究費により，
テニスの電子スコアブックを開発した（高橋
ら，2006；Takahashi et al, 2006）．スコア
ブックは試合中の情報を試合を観戦しなが
ら入力し，各種データを集計するもので，コ
ーチングの現場に役立てることができる．さ
らに平成 19-20 年度の科学研究費では，時間
要素の分析によるパフォーマンス評価の観
点について検討するとともに（Takahashi et 
al, 2008），試合結果としての各種スタッツ
を出力するプログラムを開発した．平成
21-22 年度の科学研究費では，試合の流れを
示す momentum（Hughes et al, 2006）を出力
するプログラムを新たに開発したことに加
えて（高橋ら，2010），performance profiling
（O’Donoghue, 2005）の手法を用いたパフォ
ーマンス評価の妥当性に関する研究を進め
てきた． 
 これら一連のスコアブックに関する最新
の研究成果からは，データ出力プログラムの
有用性や課題が確認され（高橋，2010；
Takahashi et al, 2010），スコアブックによ
り得られたデータを活用したパフォーマン
ス評価の有効性も明らかにすることができ
た（Nishinakama et al, 2010）． 
 このようなゲーム分析的アプローチによ
る研究の目指す方向性は，そのフィールドで
の有効な活用にある．O’Donoghue（2004）は
スポーツのパフォーマンス評価を行なう際
には，プレーヤーならびにコーチへのフィー
ドバックの効果を明らかにする必要がある
と指摘している．そこで本研究は，スコアブ
ックのデータ出力プログラムを用いたパフ
ォーマンス評価手法の妥当性について検討
するとともに，実践場面での有効性について
検討するものである． 
 
２．研究の目的 
 Nishinakama et al (2010)は，performance 
profiling（O’Donoghue, 2005）の手法を用い
たパフォーマンス評価によって，プレーヤー
評価の実践的可能性を示唆した．一方で Choi 
(2010)は，プレーヤーのパフォーマンスを評
価するためには，その項目を精選することが
必須であると述べている．さらに Takahashi 
et al (2010)も，プレーヤーによって重点を
置く評価項目は異なると考えられることか
ら，試合データの出力にあたっては，出力項
目のカスタマイズ化が必要であることを指
摘している．Nishinakama et al (2010)の研
究は performance profiling 手法の実践的可
能性を示したことで有意義ではあったもの
の，その意義を具現化するためには，さらな
るプログラムの改良が必要といえるだろう． 
 そこで本研究は，スコアブックのデータ出
力プログラムを用いたパフォーマンス評価
手法の妥当性について検討し（課題Ⅰ），そ
の結果を基にした実践場面での活用から，そ
の有効性について検討する（課題Ⅱ）ことを

目的とした． 
 
３．研究の方法 
 平成 23 年度はデータ出力プログラム（高
橋，2010）を用いたパフォーマンス評価手法
の妥当性について検討した（課題Ⅰ）．具体
的には，各項目とセット取得との関連につい
て，プレーヤーのレベル毎に検討を行なう．
こ の 検 討 に あ た っ て は ， performance 
profiling の手法を活用し，プレーヤーのレ
ベルに応じた各項目の基準値を算出する．各
項目の基準値と実際の試合におけるスタッ
ツとの誤差が，セットの取得とどのように関
連しているかを検討することで，各項目の妥
当性を明らかにすることができる． 
 平成 24年度は平成 23年度の研究成果であ
る，ラリー中のグラウンドストロークのショ
ット時間が，ラリー中の主導権の有無を示す
可能性がある，という結果を発展させ，グラ
ウンドストロークラリー中のミスについて
詳細に検討した． 
 平成 25年度は平成 24年度までに明らかに
したパフォーマンス評価結果とゲーム差と
の関連，グラウンドストロークラリー中のシ
ョット時間とラリーの主導権との関係性お
よびグラウンドストロークラリー中のミス
の状況等の結果を踏まえ，本スコアブックを
実際の指導場面に活用し，その有効性につい
て検討した（課題Ⅱ）． 
 
４．研究成果 
 平成 23 年度はデータ出力プログラム（高
橋,2010）を用いたパフォーマンス評価手法
の妥当性について検討した（課題Ⅰ）．特に，
performance profiling の手法を活用したパ
フォーマンス評価については，評価結果とセ
ット内のゲーム差との間に関連があること
が示され，ゲーム差が開くほどパフォーマン
ス評価の結果も開くことが明らかとなった
（図１）． 

 
図１ 各セットのゲーム差順のパーセンタイル差 
 
 さらにゲーム差に影響を与える評価項目
についても検討したところ，ポイント取得に
直結する項目がより大きい影響を与えるこ
とも示唆された．これらの知見を基に，デー
タ出力プログラムで使用する項目を選定し
ていく必要があると考えられた．加えて，電
子スコアブックで出力可能なショット時間
についても検討を行った結果，ラリー中のグ



ラウンドストロークのショット時間が，ラリ
ー中の主導権の有無を示す可能性があるこ
とが明らかとなった（図２）．ショット時間
とビデオ映像の検討を行った結果，ショット
時間が短いショットを打球しているプレー
ヤーが，ラリーの主導権を保持していること
が考えられた．この知見は，一打毎に状況が
変化するテニスのラリー中のショットを簡
便に評価することのできる指標となる可能
性があることから，今後さらなる検討が必要
である． 

 

図２ グラウンドストロークラリー中のショット
時間の推移 

 
 平成 24年度は平成 23年度の研究成果であ
る，ラリー中のグラウンドストロークのショ
ット時間が，ラリー中の主導権の有無を示す
可能性がある，という結果を発展させ，グラ
ウンドストロークラリー中のミスについて
詳細に検討した．世界トップ選手と学生選手
のミスを比較した結果，フォアハンドストロ
ークにおいて学生選手はサイドアウトの割
合が増加することが明らかとなった（図３）． 
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図３ 学生選手と世界トップ選手のフォアハンド
ストロークにおけるミスの割合 

 
さらにその内容について検討したところ，学
生選手のミスは攻撃的なショットを打って
いる際に増加していることが明らかとなっ
た．テニスのゲームを評価する際に,ミスを
どのように評価するかという観点は，避けて
通れない課題といえる．その中で本年度の研
究成果としてミスの状況が明らかになった
ことにより，プレーヤーの評価を行うにあた
っての客観的な評価の観点を提供すること
が可能になると考えられる．さらにミスが生
じる状況の差異は，ラリー中の主導権の有無
と関連のある現象と考えられることから，今
後はグラウンドストロークのショット時間

との関連を検討することにより，評価の基準
を示すことができると考えられる． 
 平成 25年度は平成 24年度までに明らかに
したパフォーマンス評価結果とゲーム差と
の関連，グラウンドストロークラリー中のシ
ョット時間とラリーの主導権との関係性お
よびグラウンドストロークラリー中のミス
の状況等の結果を踏まえ，本スコアブックを
実際の指導場面に活用し，その有効性につい
て検討した（課題Ⅱ）．学生テニス選手を対
象に，一定期間のゲーム内容についてスコア
ブックによりデータを収集し，その間のトレ
ーニング内容との関連について検討した．そ
の結果，選手のゲーム内容についてはトレー
ニングで意図したプレーを遂行するように
変容していた（図４）．一方で選手に取って
の大会自体の位置づけや，遂行したプレーの
結果をどう評価するかというフィードバッ
クの内容によって，選手のプレーは大きく影
響されることが示された．指導現場では，デ
ータとして表出される結果だけでなく，これ
ら選手の背景を考慮してゲーム内容を評価
することが必要である． 
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図４ 選手の各技術でのポイント取得率の変容 
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